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都鄙のユートピア

ー都市主義と「反」都市主義一
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第１章都会と田舎

【生活のなかの都鄙の問答】

都市には人々を魅了するものがある。人は都市の偉大さを称える。人は都会にあこがれる一方で，田

舎をばかする。田舎をばかにする言説にはことかかない。しかしその一方で，田舎の素晴らしさを称え

るとともに都市を嫌悪する言説も少なくない。

わたしたちはふだんの会話のなかで，よく「あの人は都会の人だ」とか，「あの人は'11舎の人だ」と

いったいい方をする。都会の人だといういい方には，洗練されている，合理的だ，要領がいい、スマー

トだという積極的な評価がある。しかしその都会の人という表現は肯定的な意味ばかりではない。都会

＊慶應義塾大学文学部教授（都市社会学）
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の人だといういいかたには，擦れている，人情に欠ける，といった否定的な意味でも使われている。で

は，逆に田舎の人にはどのように評価があるのだろうか。田舎の人だといういい方には，あか抜けしな

い，愚直だ，融通がきかないといった否定的な評価の反面、純粋だ，正直だ，といった肯定的な意味で

使われる。都会の人間とか，田舎の人間といういい方は，どちらも善悪両方の意味で使われているので

ある。それをどちらの意味で使うかは，言葉が発せられたコンテキスト次第であろう。

都会がいいのか田舎がいいのかという比較はしばしばなされる。「都鄙問答」は日常的に行われてい

る。新聞や雑誌などは，何年おきかに「どの町が住みやすいか」といった特集を行っている。その際，

便利さ，物価の安さ，住宅の広さ，便利さ，静かさ，自然との触れ合いなどが，快適な都市生活の指標

として，選ばれている。ところが．そこで選ばれる都市は決まって伝統的生活を保持している地方の都

市である。急激に発展をしている都市が選ばれることはない。そこには都市的価値観に警鐘を鳴らそう

とする記事のねらいもあるのだろう。小京都という呼称をもつ都市は日本の各地にある。また，テレビ

番組でもさまざまな視点から，町の住みやすさについての番組が増えている。

都市のなかでも住宅を捜す時には、都鄙の選択が迫られる。わたしたちは便利な都心のマンションで

暮らすか，それとも郊外の庭付きの一戸建てにするかを比較しながら考える。その際，大都市でも高級

住宅地とされるところは，田園の快適さをもったところである。都市の便利さを強調する人でも喧騒や

隈雑さのなかで生活したいと思っている人は，けっして多くはない。定年後は，田舎でゆっくり生活し

たいと語る人は多い。いくら都会が便利で刺激があるからといって，新宿の歌舞伎町のような繁華街に

住みたいという人は多くはない。しかしだからといって，にぎわいの消えたシャッター商店街にはさび

しさを感じるものである。

都市生活をする人で余裕のある人は田舎に別荘をもっている。さらに都会人は保養，リクレーション

で田舎にでかけていく。また、余裕のある田舎の人間が都会にマンションの一室をもっていたりする。

田舎の人も何かと，都会に出て来る。都会の人間や田舎の人間で，それぞれ田舎と都会に常宿をもって

いることが少なくない。人間はつねにあらたな出会いをもとめている。人びとは観光客となって各地を

旅している。それどころか，あらたな刺激をもとめて冒険や探険をする人も少なくない。

【都会の魅力と魔力】

都市は人間の活動の中心である。「神が田園をつくり，人間が都市を作った」といわれるように，都市

は文明を象徴するものとなっている。都市はその出現以来あらゆるものを生み出してきた。都市は人類

にはかりしれない貢献をしてきた。都市はあらゆる驚異を生み出してきた。人びとが文化をつくり出す

場こそ都市にほかならない。近代における都市の急激な成長は，富の飛躍的な増大をもたらしている。

都市は資本主義の発展とともに．未曾有の繁栄を遂げるようになった。しかし都市の発展はつねに未知

の深刻な問題を生み出してきた。都市の成長はさまざまな問題の拡大過程でもあった。

現在，都市は交通混雑，環境汚染，騒音汀不良住宅などの物理的問題のみならず，犯罪，疫病，売春，

貧困など社会問題の舞台となっている。また、都市では，さらに大麻，ヘロイン，マリファナ．コカイ

ンなどの非合法なものを含めて，薬物の使用者が広がっている。都市は拝金主義の賊肩する場である。

こうしたことから，都市は堕落し退廃した文化が蔓延する場だと忌み嫌う人も多い。その一方で，ゲイ

やレズビアンをはじめマイノリティにとっては，人lHI解放の場ともなっている。

田舎には自然，静寂，平和，無垢，純朴といったイメージがある。これにたいして，都会には人工，



都鄙のユートピア７

騒音，闘争，擦れている，策略といったイメージがある。これとは逆に，田舎は無知，偏狭，後進性と

いった観念と分かちがたく結びついている。これにたいして，都会には，知識，優柔不断，先進性といっ

た観念がつきまとっている。都会は硫騒に満ちている。これにたいして､Ｈ１今は静寂に包まれている。

田舎には自然があり，都会にはさまざまな人がいる。田舎の人は多くの人を求めて部会に行くし，都会

の人も自然を求めて田舎に出かける。

人びとの都市生活にたいする思いは、「場所」により「時代」によりさまざまである。都市生活につい

ては，ひとつの国のなかでも、つねに賛否両論がある。アメリカやイギリスでは，どちらかというと都

市に批判的な言説が目立っている。これにたいして同じ西洋でも，フランスでは比較的そうした声は

小さいようである。むしろフランスでは都市の力強さを称揚する声が大きい。また，中国では伝統的に

都市を称賛する言説が強い。そもそも中国とは城壁の囲いの中，つまり都市人という意味である。中国

の「華夷」思想のく華〉は都市でありく夷〉は地方である。都市の優位は革命後も継承された。都市と

農村の「二元的戸籍制度」は都市へのあこがれをさらに高めたのである。

都市は人間の偉大な創造物として讃えられる一方で，しばしば悪徳の巣窟として非難の的ともなって

きた。都市の生活は人間の本来のあり方から逸脱し、堕落した場所だとする考え方が古くから生み出さ

れてきた。都市は洋の東西を問わず，古くから深刻な社会病理を生み出していた。大都市の賛美ととも

に，その弊害を指摘する声もつねにある｡都市の頽廃した生活を避け，清貧な「晴耕雨読」に理想の生

活を求めようとする考え方は形こそ違え，どこにでもある。都市と農村の評価はつねに程度問題である。

また，ひとつの社会でも条件次第で変わってくる。次に都市を，こうした観点から見てみよう。

第２章都市主義と「反」都市主義の系譜

【古典古代の都市思想】

人びとは神の偉大さを称えるために神殿を建設した。人びとは神殿のiHf容を誇った。神殿は多くの人

間と多種多様な情報や物資が集まる場所であった。都市は贄を尽くした生活を可能にしたのである。豊

かな都市生活は人びとを魅了してきたのである（Mumford;1961=1969:９７)。しかしその一方で，そう

した生活が，人間本来の生活を逸脱したものだとする考え方も，古くからあった。「|l｣約聖書」において

も，バビロンやソドムとゴモラなどの都市は，悪徳に染まった場所として描かれている。都市は雑踏や

不潔にとどまらず，道徳的な頽廃から悪徳の栄える場所とされてきたのである。

古代ギリシア人は神殿を中心に多くの都市を建設し活発に商業活動を展開した。都市は繁栄の陰で，

さまざまな矛盾を抱えていた。こうしたなかで，プラトンやアリストテレスは理想の政治社会を追及し

た。彼らの説いた政治社会論は今でいう国家論でもあり都市論でもあった。プラトンは５０４０人の市民

と奴隷、外国人からなる内陸部の自給自足の理想の都市を描いた。また，アリストテレスは「政治学」

で．市民がお互いに知り合える程度の規模で，港を通じて外国とつながっている理想都市を描いている。

市民は戦士階級と政務官の階級からない何よりも有徳でなければならない。それには市民は仕事をし

ないことが要求される。このため奴隷の存在が都市には不可欠なこととなっているのである。

古代世界を統一したのが，ローマである。各都市はローマの影響のもとに柱廊，競技場、神殿，広場，

学校などを整備していった。知恵と徳による支配がもとめられた。首都のローマに広大な帝国の各地か

ら富が集中する。ローマは繁栄をむさぼり，市民は美食を追及した。人びとはパンとサーカスなどの見

世物を楽しんだ。
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と〈にローマの宮廷はすさまじい著侈と浪費を行った。かれらは胃の限界を越えて美食を追求するた

めに「吐き薬」まで用意して宴席に臨んだ。かれらは食べるために吐き，吐くために食べる生活にあけ

くれたのである。都市文化の欄熟のなかで，やがてローマは繁栄よりも堕落が目立つようになってきた。

あらゆる価値の上に富が君臨し，貧乏が物笑いの種とさえなった。富の前には不正も問題とされな

かった。欲望がこれほど大きく懐を開いたことがあっただろうか，バクチが人びとのこころをここまで

捕らえたことがあっただろうか，悪徳がこんなに栄えた時があっただろうか，と問われた。性の解放は

性道徳の退廃をもたらした。人びとの集まる公衆浴場は快楽，娼婦，催淫の舞台となっていた。堕胎や

流産は日常的なことであった。都市は密集にともなう混乱と堕落した文化の中心であった。

ローマの都市の混乱と喧騒はすさまじいものとなっていた。セネカ(LASeneca)は街路での雑踏が

ひきおこす騒音で，多くの人が不眠症になっているという。狭く曲がりくねった通りに轟く荷車の騒音

や羊の群れのうめき声は苦痛この上ないものである。このため上流社会のなかには，都市の喧騒と頽廃

を避け，田園に別荘(villa)を構え，田舎で生活する者が増えるようになってきた。こうした人びとが，

次第に増えていったローマが帝国を支える税源を都市に依存するようになるとともに，市民はますます

流失していった。帝国には，都市の「農村化」が進行していった。ローマの都市は内側から崩壊していっ

たのである。

【中国における都市思想】

中国とは國の中を意味する。中国において，都市は国家そのものである。大都市の建設が君子のわざ

として「詩経」や『孟子」に描かれている。都市は王の儀礼的施設として建設された。中国の都市は王

や王朝への賛美として登場する。都市は漢語では「城市」と書き表される。つまり城と市である。都市

は君子のいる城ともうひとつ「市場」という性格をもっていた。都市は市場のあるところだった。戦国

時代に斉の首都であった臨溜の繁栄は民衆の音楽や見世物の風景として語られている。

中国の首都の理想像が『周礼」に書かれている。都市は城壁で囲んだ方形の中央に王宮を置き，道路

を東西南北に直交させるものである。しかしこれまで発見されているどの都市も，周礼の記述を厳密に

守ったものはない。だが，方形の城壁の中央に王宮を南面させ，そこから南の城門にまで大路を引く計

画の基本は中国の各都市のみならず，中央アジアや北アジアにまで取り入れられていった。さらにこの

基本形態は朝鮮，日本，ベトナムにまで広がっていった。

中国の都市はまず帝国の行政機関の所在地であった｡都市は皇帝の居住地である首都から府城,州城，

県城と配列されていた。政治の中心である都市は政争の場でもあった。政争に破れた人たちは失意のう

ちに地方に追いやられた。かれらは田園で都への思いを募らせていた。

宋代になると，いちじるしく商業が発展する。都市は商工業の中心として繁栄するようになる。１６世

紀以降，社会の商業化が一層進む。孟元老の「東京夢華録』は活気に満ちた首都開封の繁栄を描いてい

る。開封にはおびただしい数の劇場がさまざまな出し物を競い，燈火が灯された豪壮な酒楼が延々と立

ち並び，毎夜の宴会は深夜にまでおよんだ。都市は統治の拠点とともに，商工業の中心となる。都市は

高貴さと豊かさの場であった。しかし都市は同時に欲望と堕落の場であり陰謀がめぐらされる場であっ

た。

中国においても都会の煩わしさを避け，静かな田舎での生活こそが理想の生活だとする考え方が古く

からあった。田園で清談する「竹林の七賢人」に代表される田園生活への'憧れがあった。人びとは現実
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の生活のなかで失われた「桃源郷」に思いを寄せたのである。また，いつの時代にも姿を変え，自然の

なかでの隠遁生活に人間本来の姿があるとの考え方があった。

【イスラム社会における都市思想】

古代世界の没落後，華やかな都市文化を咲かせたのが，イスラム世界である。イスラム教は発祥の地

が西アジアの乾燥地帯であるために，遊牧民の宗教というイメージがつよい。砂漠の民の偽善と無信仰

が聖典「コーラン」に描かれている。遊牧民は頑同に神を受け入れようとしないばかりか，神の徒の理

解も遅い。イスラム世界はムハンマド（マホメット）が問人だったこともあり，徹底的に都市の宗教で

ある。かれは遊牧民の価値観との激しい闘争のなかからイスラムの宗教体系を築いたのである。

イスラム世界において都市は文化の中心であるばかりか，砂漠のなかに浮かび上がる樹木の繁るオワ

シスの場である。豊かな生活がバグダッド，バスラ，カイロ，アレキサンドリアなどの都市で営まれて

いた。都市には豪華な宮殿，庭園，公衆浴場，街路，市場（スーク）が建設された。豊かな生活が『千

夜一夜物語」に描かれている。山海珍味の豪華な食事が用意された宴会ではウードの調べにのって踊

る美しい女性やチェスを楽しんだのである。

これにたいして，都市の城壁の外は妖怪変化が住み荒野の広がる場所として描かれている。遊牧民は

旅人にとって，いつ夜盗になるかもしれない危険な存在なのである。都市がく文明の場〉であるのにた

いして，砂漠はく迷信〉とく不道徳〉の場所に阻められている。

しかしそのイスラム世界にも，都市を堕落の場とする思想家がいた。そのひとりが，イスラム最大の

歴史哲学者といわれるイブン・ハルドゥーン（IbnKhaldnn）である。彼は都市に文化の頽廃を見てい

た。かれは都市について次のように主張する。都会の人は一般にさまざまな快楽に耽り，著侈や現世に

おける栄達や欲望の追求に身を委ねがちである。このためかれらの心は悪に染まってしまい，善の道か

らはずれてしまっている。’1|舎や砂漠の人は都会の人と'１１１じょうに現世のことに関心をもっていると

いっても，生活必需品に関してであって，著侈とか快楽の対象となるものについてではない。田舎や砂

漠の人の行動を規制する習慣はその生活同様に単純であって、かれらの犯す過ちも都会の人の過ちと

較べると微々たるものでしかない。

田舎や砂漠の人は自然状態に近く，都会の人と違い，罪深くて醜い行為を繰り返すうちに芽生える悪

徳に，その心が染まっていない。田舎や砂漠の人は容易に罪を諭し，善行に導くことができる。都会の

生活は文化の頂点であると同時に，堕落への出発点である。かれは都市生活が悪の最後の段階であり

善からもっとも遠い場所となっていると主張する（IbnKhaldUn;1377=1983:240)。イブン・ハル

ドゥーンは都市文明の発展が必然的に堕落を内包しており、滅亡の出発点となっているという。かれの

独創的な歴史哲学や社会理論はイスラム世界において特異なものである(Baali;1988)。それは都市を堕

落の場と見る独特の都市論に遺憾なく発揮されている。

イスラム世界においてはイブン・ハルドゥーンのような例外はあるにせよ，都市は緑とオアシスに象

徴される「文明の場所」であった。とりわけその傾向は，イスラム教が古くから広がった西アジアや北

アフリカの乾燥地域において強くもっている。

【西欧における都市思想】

西欧では古代ローマの没落後，都市は長い衰退期を経て復活する。北ヨーロッパなどでもロンドンや
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パリなどの都市が勃興してきたｄ都市には富が集まっていた。一部の人びとの贄沢は秩序を脅かすもの

となっていた。このため’３世紀以来，ヨーロッパの各都市で「著侈禁止令」が出された。都市は陰謀や

策略の舞台となっていった。西欧の社会には矛盾がみなぎるようになっていた。

トマス・モア(ThomasMore)は「ユートピア」を著し，理想の社会を模索した。イギリスでは羊毛の

生産の高まりから，地主が農地を羊の放牧地として分割して|＃1い込んだ。その結果，貧民は農地から追

い出されていった。イギリスでは「羊が人間を食べる」といわれる事態を生み出した。モアは貧乏と苦

難の負担が私有財産制度のもとで，大多数の人間に避けられない負担となるというのである。モアは

ユートピアを当時の社会の矛盾を裏返しにしたような理想国として描いている。

パリはフランスの中心として，時の経過とともに着実に発展していった。パリの名声はヨーロッパ中

に轟いていた。パリの豊かさは人びとを魅了してきた。とはいえ，パリを礼賛する人ばかりではなかっ

た。ルソー(Jean-JacquesRousseau)はパリを厳しく論難する。ルソーはパリを大きく美しい都市とし

て思い描いていた。ところが，ルソーがパリに来て最初に見たものは，汚い悪臭漂う狭い通り，黒ずん

だ醜い家々，不潔と貧困、乞食，荷馬車引きとポロをまとった女、煎じ薬や古'W]子を呼び売りする女な

どだった。彼はそのときの印象があまりにも強かったので，その後どんな壮麗な建築物を見ても最初の

印象を拭えなかったといっている(Rousseau;1962=1977:178)。

しかし』・ルソーがパリでの生活を通じて，何よりも嫌ったのはそこでの「人間関係」のあり方だった。

かれは大都会においては，人が本来の姿とは別のものになるという。人びとは社会によって，本来の自

分とは異なる存在を与えられるという。このことはとくに女性に強く表れる。パリの女性は．他人の視

線を気にかけている。したがって，パリの女性を見ようにも，目に写るものは実は流行の亡霊に過ぎな

いのである（Rousseau;1962=1982:３１４)。

ルソーはパリに住むことに，嫌悪感を抱き続けていた。パリはルソーにとって，喧騒と泥の町であり，

女性が名誉を信ぜず，男性が徳を信じない町と写っていた。やがてかれは愛と幸福と無垢をもとめてパ

リを去ることになる。ルソーはこのためできるだけパリから離れたところに行こうとする（Rousseau；

1962=1987:156)。王室もパリから離れたベルサイユにあって，パリの動向を注視していた。

パリはその後も一段と膨張を続けた。パリには不穏な空気が充満していた。メルシェ(L・Mercier)は

「タブロー・ド・パリ」で，大革命前夜のパリの不自然さを描いている。彼は大都市においては欲望が大

きく膨らんでいき贄沢が不可欠になるという。人が本来もっている欲望はおとなしいものである。しか

し大都市では欲望を膨張させるさまざまな刺激がある。世間が欲望を吹き込むのである。したがって，

人口の多い都市では美徳が欠如し腐敗が蔓延する。パリにおいては多くの情念が集中し内部でぶつか

りあっている。しかしともかく大きな犯罪もなく，うわくの平穏さがあるだけでもありがたいと思うべ

きであると述べている(Mercier;1782=1989:22-23)。このメルシェの指摘の７年後，大革命の幕が

切って落とされパリは長い混乱の時代に突入するのである。

【日本における都市思想】

日本の大規模な都市は中国の影響を受けながら建設された。藤原京は最初の中国風の都城として造営

された。その後さらに大規模な平城京が建設された。平城京は大仏の造営など律令同家の拠点として繁

栄の極をきわめるのである。平城京の股賑は「あおによし奈良の都は咲く華の匂うがごとく今

さかりなり」（小野老）と歌にも詠まれた。平城京の華やかな生活は素朴で力強いあづま歌の描く世界と
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対照的である。人びとは華やかな平城京での/1旦活にあこがれた。人びとは殿上人となることを夢見た。

平城京に続いて平安京が建設された。平安京の貴族生活は栄華をきわめた。人びとは都の生活を享受

する。都を去った人は．帰還の日を待ち望んだ。「伊勢物語」の一節には，あずま路の果てに生まれた女

性の都への強いあこがれが描かれている。菅原道真の怨霊は大宰府を足場に京都の政界を糾弾するもの

ではなく、ただひたすら都での復権を求めての恨みでしかなかった（塚本；1991:１０８)。武家である平氏

も都の華やかな生活に溺れた。木曾の田舎から攻め上った木曾義仲の兵隊の粗暴な振る舞いに都人は顔

をしかめる。将軍源実朝は鎌倉の地にあって、都にあこがれ続けた。

足利尊氏は京の都に幕府を開いた。室町におかれた幕府の建物は「花の御所」とよばれた。京を舞台

に作り出されたさまざまな文化は室町文化とよばれている。室町の文化は華やかさを追求する一方で、

田舎風の「わび」「さび」の概念を強調するのである。しかしそれはあくまで田舎風のものであって、田

舎のものではなかった。京風の文化は全国に広がっていった。朝倉氏は－乗谷を大内氏は山口を京風に

建設する。戦国の世に各地で覇を争った大名は競って京に上り，京から天下に号令をかけようとした。

徳川家康はあづまの地である江戸に幕府を開いた。江戸は各大名の江戸在住を義務づけた参勤交代制

度ともに急激に拡大する。江戸は幕府の所在地として，世界有数の大都市へと成長することになる。こ

れにともなって，江戸は質実lMl'|健の武家の''1Jから次第に都風の洗練された町へと変化していった。とく

に綱吉は君主の徳によって人民野卑をあらためるという理念のもと京都の文物を積極的に取り入れた。

諸大名も江戸での暮らしを楽しみはじめた。江戸は大名にとっても家臣にとっても「花のお江戸」とし

て魅力ある土地になっていた。諸大名は江戸の生活を享受し，お国帰りを嫌うものまで出てくるありさ

まだった。

各大名は国の城下町に，江戸にならった物資の集積所や歓楽の場をつくった。城下町のにぎわいは人

びとの消費意欲を刺激した。人びとは交際を楽しみ遊びどころを満たした。そうした城下町を周囲の農

民も誇りとするようになっていった('１・

江戸は膨張にともなって，さまざまな弊害を生み出していた。都市生活は何よりも消費の拡大をもた

らしていた。儒者として幕府に登用された荻生但侠は当時の風潮について，「世情の人，高下貴賎にかぎ

らず，人びとの身持ち，家の暮らし，覚えず霜りになり，今はまたその箸り世の風俗となりて，世界の

常となる故，これを止むくきょうなし」（荻生；1987:135）と警鐘を鳴らす。都市生活にともなう消費の

増大は武士層の経済的な困窮をもたらしたばかりでなく，貴賎尊卑のそれぞれがもつべき「礼」をあや

ふやなものとしてしまった。かれはこうした観点から，武士の農村への還流による都市の縮小が幕府の

安定にとって．不可欠だと主張したのである。地方でも江戸の影響で田舎の素朴さが失われ、日常の消

費の高まるなかで労働を嫌う気風が生まれていた。

莫大な消費がなされる江戸では，何とか生きていけた。江戸には各地から人が集まり「江戸は諸国の

掃き溜め」といわれるようになった。とかく過剰人口は騒擾を生み出しやすかった。このため繰り返し

｢人返令」が出された。また，松平定信をはじめ贄沢を戒める「脅侈禁止令（倹約令)」も断続的にださ

れた。幕府や各大名は１８世紀後半から１９世紀に，農民の説諭という形で，村々で都会の風潮にならう

ことを強く戒める法を打ち出すようになった（塚本；1991:126)。

日本において都市はくミヤコ〉として，みやびやかな生活が営まれる憧れの場所であった。ミヤコの

生活は昔話の最後がしばしば「みやこに上って幸せに暮らしました」という一節で結ばれるように。垂

誕の的であった。町で富豪といわれる旧家も、祖先をたどると必ずどこかの田舎の出身となっている。
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また今はH1舎にいる人も，もとはミヤコにいた人がさまざまな事情で．｜刊舎にきたとことになっている

(柳田；1969:243-244)。田舎の系図の多くが「貴種流離諏」のかたちを踏襲している。日本では都市と

農村とは一体のものとなっていたのである。

第３章近代化と反都市思想

【資本主義の発展と都市】

都市の繁栄は人と物資を都市にもたらす。イギリスの都市は資本主義の発展により、急激な拡大を見

せるようになる。人も物も都市に向かった。産業革命は人類に大きな可能性をもたらした。都市は豊か

になるとともに未曾有の繁栄を遂げるようになった。人びとは豊かな生活を享受した。しかし都市はま

た病理をもたらしていた。都市は人びとにさまざまな魅力と同時に，多くの陥穿をもたらしていた。食

糧をはじめ生活資料の生産から遠ざかった都市での失業は，ただちに生存が脅かされることを意味し

た。経済の「自由」は伝統的なく生活保障〉からの自由をも意味したのである。

産業革命は．都市の規模を一気に拡大させる。資本主義は富をもたらす新しい宗教のようなもので

あった。都市は未曾有の繁栄を躯歌する。都市には壮麗な建造物が次々と出現する一方で，貧民街が拡

大していった。資本主義的企業は急激な盛衰を繰り返した。瞬時に莫大な富を獲得する者が出るかと思

えば，わずかな富すら失う者が続出していた。

資本主義の発展は都市への食糧供給を安定的なものとすることとなった。資本主義はどこからでも食

糧を運んできたのである。都市は飽食に満たされた。しかし貧しき人のもとには食糧はなかった。都市

は富と繁栄に預かれない多数の貧困層を底辺に蓄積させていたのである。都市の繁栄の陰で失業が曰常

化し貧困と飢餓の場となっていた。それどころか，都市の密集した生活はコレラや結核などの疫病を蔓

延させることとなった。貧しき人々は生存まで脅かされていた。都市問題の深刻さは誰のＩＴＩにも明らか

となっていた。急激な都市の膨張は，未曾有の病理を生み出していたのである。

こうしたなかで，さまざまな社会主義思想が芽生え〆都市のなかで育っていった。フランスにおいて

もサン・シモン(Saint-Simon)やフーリエ(F-M-CFourier)などは，発展する経済と政治秩序の混乱の

なかで社会の新しい組織のあり方を模索する。ロパート・オーエン（RobertOwen）は労働者の健康を

まもるために，工場を田舎に移す有名な実験をおこなった。かれはスコットランドのニュー・ラナーク

で実験を行った後，アメリカにわたりインディアナ州にニューハーモニー村を建設する。

都市には壮麗な建造物が次々と出現する一方で，無数の貧民街が形成されていった。劣悪な都市環境

は都市民の寿命を縮めていた。イギリスの都市の乳児死亡率は１８２０年以降急に上昇する。しかしその

間も，都市人口は急増していたのである。農村は都市に移住者を送り続けたのである。工業都市では貧

民たちが示威運動をし，乞食たちは街中で物欲しそうに手を出していた。どんな方向にも５分間歩け

ば，貧民街か少なくとも貧民窟の子供たちに会うありさまだった(Mumford;１９３８=1974:220)。

Ｆ・エンゲルスは『イギリスにおける労働者階級の状態」や「住宅問題」を著わし都ilj生活の悲惨さ

を説いていった。そこは「人間性の最低のレベル」が見られる場となっていた。Ｋ・マルクスは資本主義

の本質的矛盾を解き明かそうとしていた。都市の悲惨さはかれらにとって、邪悪で貧欲な資本主義に必

然的に付随するものと考えられていたのである(Harvey;1973=1976:174)。社会主義思想は急激な都市

の膨張が生み出す無秩序と混乱のなかで，生み出され彫琢されていったのである。社会主義運動は，次

第に大きな力を得ていった。
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【都市生活のイギリス型とフランス型】

イギリスで都市生活のあり方に影響を与えたのが，福音主義(Evangelism)運動である。英国国教会

内から興った福音主義運動は，何よりも家族の役割を重んじた。かれらには都市が汚くて混雑した不健

康な場所であるばかりでなく，退廃と不道徳の場所と写っていたのである。都市は家族の敵にチャンス

を提供する場なのである。都市は神の律法に背いている。福音主義者は都市の舞踏会，遊園地山居酒屋，

娼婦など娯楽を非難していったのである。福音主義は都市の堕落した文化から家族を守る必要があっ

た。それには，仕事の場から家族を遠ざけなければならない。このため堕落した都会を完全に離れ、田

園地帯に自然の生活を求めたのである。

１８４０年代はじめマンチェスターでは，ブルジョワジーが生活環境の悪化した労働者の住む市街地を

離れサバービアヘと移動していった。資本主義の発展にともなう階級分離は職住分離をもたらしていっ

た。アメリカのブルジョワジーも都市を移民とマシーン政治，道徳的退廃に満ちた場所と見るように

なっていた。都心は危険な場所となっていた。アメリカのブルジョワジーも安全で健全な生活を求めて

サバービアに移動していった。この動きが，イギリスやアメリカの都市の物理的な形態を変えていった。

ヴィクトリア時代は，性と年齢による分離が進行していった。ブルジョワジーたちは貴族が都会で繰

り広げる舞踏会，コンサート，カード遊びなどを危険で放縦だと拒絶した。それらが許されるのは，娯

楽としてではなく，試練としてだけである。福音主義運動の家族の防衛意識は強烈な「反都市主義」へ

と駆り立てた。都市での仕事と福音主義家庭の理想と矛盾がサバービアの剛念を生み出したのである

(Fishman;1987＝1990:４１)。環境の悪化した都市の中心部を離れて，サバービアで生活することこそ，

聖書にかなったものであった。

こうしたイギリスの動きと対照的だったのが，フランスである。フランスには福音主義運動のような

ピューリタン的伝統はなかった。したがって，ブルジョワジーはパリの上流階級が享受してきた劇場，

舞踏会，カフェ，レストランに加わっていった。

ブルジョワジーたちは１８５０年代から１８６０年代のパリの急激な成長のさなか，サパーブに移動する

のではなく，豪華な都心のアパートで暮らすことを選択するようになる。パリの都心はブルジョワジー

たちの豪華なアパートの建ち並ぶ場所となっていった。フランスではイギリスと異なりサバーブは従来

どおり否定的ニュアンスをもち続けることとなった。フランスでは，サバーバニゼーションが労働者階

級かせいぜい中産階級の周辺部への移動を意味するに過ぎなかった。この過程は，ドイツやイタリアな

ど他のヨーロッパ諸国やラテン・アメリカでも時期と程度の差はあるにせよ同様の形態をもっていた。

この動きはパリを帝国の首都として改造しようとしたナポレオンⅡ1世とジョルジュ・オースマン

(GeorgeHaussmann)による「パリ大改造計画」によってさらに決定的となる。パリの中心部で豪華な

アパートの建設が大規模になされるのである。ブルジョワジーは都心のぜいたくなアパートに住み劇

場、舞踏会，カフェ，レストランに通う華やかな生活を楽しもうとしたのである。

【帝国主義と植民地の都市形成】

スペインとポルトガルが世界の各地に進出して行って以来，西ヨーロッパは植民地や東方貿易で潤い

始める。香料，砂糖，茶，コーヒー，タバコ，金，銀などの貿易は莫大な利益をもたらした。外国との

貿易がヨーロッパ諸国の国内経済にがっしりと組み込まれるようになった。イギリスはオランダに次い

で外国貿易の覇権を握るようになる。16-18世紀にイギリスの農村部に建設された壮大華麗なカント
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リー・ハウスは，こうした貿易の利益の上に築かれたのである。都市は外国との貿易で地位を高め国内

の農村はいうにおよばず，外国にも大きな影響をあたえることとなる(2)。

資本主義の発展はヨーロッパ諸国を，帝国主義へと駆り立てていった。帝国主義は世界を植民地化さ

せていった。欧米における資本主義の発展は，アジアやアフリカの都市の発展をうながしたのである。

こうしたなかで，小集落かせいぜい小都市でしかなかったようなカルカッタ．ボンベイ，マドラス，シ

ンガポール．バタビア，サイゴン，香港，上海などの都市が大都市へと発展していくのである。ヨーロッ

パ諸国の拠点として建設された都市はやがて，以前からあった伝統的な中心都市の人口規模を凌駕する

ようになる。

これらの都市は欧米の文化の「入口」であり，欧米への物資の「出口」となった。莫大な富がこれら

の都市を通過して，ヨーロッパに流出していった。植民地は本国との関係が密接になるにつれ，疲弊し

ていった。植民地は本国の原料供給地や市場としての性格を強めていった。多くの人びとに過酷な負担

がなされるとともに，旧来の社会秩序は急速に解体する。植民地では原料や食糧を本国に運ぶために，

鉄道が積極的に建設される。インドで生産された原料や食糧は鉄道で沿岸部に運ばれ，そこから蒸気船

でイギリスへと運ばれたのである。飢餓と貧困に打ちひしがれた農村を尻目に，物資を満載した貨物列

車が沿岸部の都市に向かった。

インド独立の父となったマハトマ・ガンジーはインドにおける都市の果たしている役割をきびしく論

難する。Ｍ・ガンジーは，都市の成長を悪とみなす。それは人類と世界にとって不幸であり，イギリスに

とっても，インドにとってはなおさらのこと不幸である。イギリスは都市を通して，インドを搾取して

いる。インドの都市はまたインドの農村を搾取している。村落の血液は都市に建設される堂々たる建造

物のセメントになっている。かれは時とともにますます太くなっていく都市の動脈に流れる血液をもう

一度村落の血管にもどしたいとのべた(Gandhi;1957:182)。植民地と宗主国との関係は，どこでも程度

の差はあれ似たようなものとなっていた。

【社会主義の発展と都市の改良】

都市の急激な発展にともなう社会の混乱は，大きな課題であった。イギリスにはじまったさまざまな

都市問題は，フランス，ドイツなどでも程度の差はあれ，同じように起こっていた。資本主義の発展に

ともなう都市の急激な膨張はどこでも，深刻な問題を引き起こしていたのである。こうしたなかで，Ｐ．

』・プルードン，Ｍ、Ａパクーニン、Ｐ.Ａクロポトキンなどによって，アナーキズムやサンジカリズムな

ど多様な社会思想が発展を遂げていった。産業化の進展による社会の変化は新しい思想を必要としてい

た。ジョン・ラスキン(JohnRaskin)は美術批評から政治や経済の研究に進み人間の精神の改造による

社会改良を説き，社会改良事業にも協力した。またウィリアム・モリス(WilliamMorris)は中世的な調

和をもった資本主義と機械から解放された社会主義社会の実現を夢見た。そして芸術を俗悪な商業主義

と工場主義から解放し、働く者が真の喜びを表現するものに高めようとする。

都市での多くの生活困窮者の存在は，人びとの注目を集めていた。ヘンリー・メヒュー(Henry

Mayhew)は1850年代にロンドンで貧者のインタビューを行い，それを次々と新聞に発表していった。

メヒューの調査はブース（CharlesBooth)やロウントリー（SeebohmRowntree)の社会調査の前身と

なった。社会調査はヴィクトリア時代に根づいていった(Savage＆Warde;1993:18)。貧困をはじめと

する１９世紀の都市問題は，社会科学の原点のひとつとなった。
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教会も都市の貧民に無関心ではいなかった。宗教者は福音をさずけるために遠隔地への布教により貧

民街に関心をもつようになった。１８８０年代には，キャノン・バーネットやジェーン・アダムスのよう

な若い牧師や若い熱心な婦人が貧民街に定着していった。セトルメント・ハウスは棄てられ荒廃した地

区に社会活動や教育活動の核を樹立しようとするものであった。（Mumford;1938=1974304）

都市の悪化した環境を解決することは，大きな課題となっていた。クロポトキンは『農場・工場・作

業場」のなかで，工業を農村で展開する可能性を探った。イギリスの社会主義思想に大きな影響を与え

たのが，フェビァン協会(FebianSociety)である。それはガスと水道の社会主義といわれるように，す

ぐれて「都市の社会主義」であった。エベネサー・ハワード(EbenezerHoword)は１８９８年に、クロポ

トキンやバッキンガムなどのユートピア作家の影響を受け都会の便利さと田舎の自然を合わせもつ「田

園都市(GardenCity)」構想を発表する(Howord;1965=1968)。かれは田園都市の実現に向けて，活動

をはじめることとなる（西山;2002)。

都市は資本主義の発展で，大量の物資が安定して流入するようになった。さらに都市の衛生状態は上

下水道の整備などで次第に改善されていった。とくに１９世紀末には，顕微鏡の発明により伝染病を引

き起こす「細菌」が次々と発見され、その対策が講じられるようになった。２０世紀になると，近代医学

は都市を，かつてない安全な場所に変えていった。都市の衛生liTiでの改善は食糧の安定供給とあいまっ

て，都市のさらなる拡大を可能にした。都市は産業化の進展でますます膨張を遂げるのである。

ハワードの提唱した田園都市の建設運動は，どこでも歓呼をもって迎えられた。田園都市は姿かたち

を変え，世界中に広がっていったのである。その背景には，産業化の進行とともに急激に変化する生活

様式と悪化する生活環境があった。田園都市の構想は発表後１０年を経ずして，極東の日本にまで及ん

だのである（内務省；1970)。人びとは産業化の進展のなかで，新しい都市の思想を必要としていたので

ある。

【共産主義の建設と都市の位置づけ】

ロシアでのボリシェビキ革命の成功は，都市に新しい時代がやってくることを意味した。共産主義政

権下においては，党と政府が都市的定住を惹起するような機関を完全に監督下に置いた。都市の活動が

完全に政治権力の統制下に置かれることとなったのである。革命と干渉戦争にともなう混乱が終り，社

会主義の建設が本格化するようになった１９３０年代になると，ソヴィエトの内部で，社会主義における

都市の位置づけをめぐって，活発な議論が起こった。ソヴィエトは新たな都市の建設に向かった(3)。

ソヴィエトは大都市の無秩序や混乱，そこから生み出される文化を頽廃的だとして嫌悪し資本主義的

な病理として，その除去につとめた。だが，共産主義の建設も産業化の拠点となる都市を必要としたの

である。共産主義社会の実現にも産業化は不可欠だった。このため既存の大都市が追認されたばかりで

なく，産業化の拠点となる都市がマガダンをはじめシベリアの奥地にまで続々と建設されていった。モ

スクワ，レニングラード，キエフなど既存の大都市も無秩序な膨張こそ抑えられたけれども，共産主義

の拠点として着実に拡大していった。

ところで，中国共産党はソヴィエトが首都のペトログラードを舞台として革命を達成したのと異な

り，「農村が都市を包囲する」という形で革命を達成した。中国共産党はその誕生こそ上海のフランス租

界だったけれども驚くほどの長征の末に陳西省の延安に拠点を構えるのである。かれらは延安を拠点

に革命を指導したのである。人民解放軍の活動の舞台はもっぱら農村であった。しかし毛沢東は全国の
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解放がほぼ決定的となった段階で，これからは党の拠点を農村から都市へ移すと宣言するのである(4)。

ソヴィエト共産党に次いで中国共産党もまた，大都市に拠点を設けるようになったのである。

社会主義は資本主義が発展していくなかで．その矛盾の克服を課題として生み出された。したがって、

社会主義思想の根底には，反都市主義的色彩が貫かれている。とくに共産主義では都市と農村とのく不

均等発展〉の解消が大きな課題となっていた。しかし共産主義政権下でも，都市を解体することなど思

いも寄らなかった。都市の病理を除去するために，せいぜい都市の無秩序な膨張を止めたにとどまった。

むしろ都市は共産主義建設の拠点として着実に拡大していったのである。政府は都市民には生活に必要

な食糧，住居，衣服，燃料などを供.与した。とくに食糧配給制が導入されると国内通行証が必要となっ

た。農民は許可なく都市にはいれなくなったのである(Becker;1996:307)。

都市は共産主義の「不均等発展の克服」という基本命題にもかかわらず，資本主義国の都市にも増し

て，農村より高い生活水準が保証される特権的な生活の場となっていった。農民は何かと理由をつけて

生活水準の高い都市に流入していった。このため農民の都市流人を阻止するために，都市と農村の間の

流動を禁止した。こうしたなかで，都市と農村との「二元的戸籍制度」が確立されるとともに，都市民

の特権的地位が認められるようになった。社会主義者も都市生活を享受した。キューバのカストロも革

命を成功させるために作戦上山中に逃げ込んだ。しかし革命後は大都市ハバナに拠点をすえるにいたる

のである。都市と農村の格差の問題は共産主義国にも課題を残し続けた。このことは，中国の文化大革

命においても，大きな問題となった。文化大革命は都市の若者を農民に学ばせるために農村へのく大下

放〉を行った。

ところで，都市と農村の問題を一気に解決しようとしたのが，１９７５年に解放戦争に勝利したカンボ

ジアのポル・ポト政権である。ポル・ポト政権は多くの共産主義国家においても，都市を完全に根絶さ

せた点で，ほとんど唯一の例となっている。ここでは歴史上空前の壮大な実験が試みられたのである。

では，どのような過程を経て,都市を根こそぎ解体した社会が出現するにいたったのかを辿ってみよう。

第４章偉大な実験

【カンボジア内戦とプノンペンの陥落】

カンボジアは第二次大戦後の１９４９年にフランスから王国として独立する。独立後，1960年代後半ま

でシアヌーク(NorodomShianouk)は国王として，また王族の一員として政権を担う．かれは隣国での

ベトナム戦争に巻き込まれることを避けながら，「王国社会主義」とか「仏教社会主義」などと呼ぶ独特

の国造りを進めていた。カンボジアは「平和のオアシス」「おとぎの王国」でもあった。首都のプノンペ

ンは中国系やベトナム系の住民も多く，東南アジアでもっとも魅力のある町のひとつといわれていた。

プノンペンの人口は，独立時の１０万人から５０万人程度に達するようになっていた(Osborn;1994＝

1996:２)。アメリカはベトナムでの解放戦争が拡大するにつれ，カンボジアの領土が北ベトナム軍や南

部の共産ゲリラの基地となっていることを非難した。アメリカ軍はしばしばカンボジア領内に越境しシ

アヌーク政権と鋭く対立した。しかしその一方でシアヌークは，プノンペンを脱出し農村で活動してい

たポル・ポト（サロト・サル）らが率いる共産主義勢力のクメール・ルージュには，きびしい弾圧を加

えていた。

ところが，１９７０年アメリカの支援を受けたロン・ノルはクーデターを断行し，シアヌークを追放し

てしまったのである。この事件によってカンボジアの政治情勢は一変した。シアヌークは民族統一のも
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と追放されるまで弾圧していたクメール・ルージュとまで連合し，ロン・ノル政権への戦いを開始し

た。クメール・ルージュもかつての国王シアヌークと結びつくことで，篤い信仰心をもつ仏教徒の間に

広範な支持を獲得しようとした。

ロン・ノル政権は米軍との協力でクーデターの当初は有利に戦いを進めた。しかし時とともに不利な

戦いを繰り返した。都市の人口は内戦が激しさを加えるにつれ，避難民で溢れかえっていった。とくに

首都のプノンペンは２００万人以上もの人口を抱える大都会に膨れ上がった。プノンペン周辺の人口はク

メール・ルージュの包囲のもとカンボジアの全人口の３分の１とも４分の1ともいわれるまでになっ

ていた。こうしたなかで１９７５年４月１７日にプノンペンはついに陥落する。

【大下放と都市の放棄】

ポル・ポト軍はプノンペンに凱旋するとともに，即刻すべての市民に首都を離れ田舎に行くよう命令

した。その間，わずか一時間の猶予しか与えられなかった。旧政権を支援した米軍の報復爆撃が迫って

いるという。かれらは市民にきびしい態度で強制退去を命じた。凱旋軍は武器を片手に市民を農村へと

追い立てた。ともかく市民は首都を離れていった。

突然、史上空前の大下放がはじまったのである。プノンペンから農村へと通じる道路は身のliJりの家

財道具をもった人たちが殺到し，前進するのも困難なありさまだった。大混乱のなかおびただしい犠牲

を出しながら大下放が行われた。プノンペンはわずか数日でゴーストタウンと化した。２００万人とも

300万人ともいわれたプノンペンの人口は数日で１０万人以下にまで激減したといわれる。プノンペン

以外の都市でも農村への下放が行われていた。大下放の犠牲者の数はプノンペンだけでも２０万人を数

えるという。

ところが，米軍による爆撃の危険がなくなっても，市民は都市に帰ることを許されなかった。ポル・

ポト政権は都市住民の農村への下放は，都市民が身につけている西洋の堕落した文化を破棄するために

必要なことだと主張した。サハコーと名づけられた自給自足的村落での生活は西洋の汚染された知識を

身につけた都市民を教育するために不可欠なことだと主張した。ポル・ポト政権の行政組織であるオン

カーは全国民をコメ作りやかんがい施設の建設に動員した。人間は再教育することができる。しかし都

市を再教育することなどできない。したがって，都市は破壊するしかないというのである(5)。

都市は諸悪の根源たる資本主義の牙城だった。資本主義を象徴する国立銀行は爆破された。都市に住

んでいる者は誰でも資本主義者，帝国主義者，圧制者なのである。オンカーは次のように指示した。「わ

れわれは都市住民を抹殺しなければならない。もしそうでなければ都市民はわれわれを抑圧し続けるで

あろう。どのようにして学校の教師や大学の教授になれるのかね。それは貧しい農民が労苦によって得

た報いを盗むことによってである。どのようにして金持ちは美しい屋敷や自動車を得るのかね。お前た

ちが栽培したコメやバナナから得たのだ」とコオンカーは都市住民の野蛮な行為を来る日も来る日も繰

り返し教えた（Burchett;1981=1983:125-126ハ

オンカーは帝国主義，植民地主義，封建主義、さらにかつて権力の廃にあったすべての残浮である文

化芸術を徹底的に破壊し根絶することを指示した。この指示にしたがって．プノンペンのカトリック

大聖堂は爆破され瓦礫の山になってしまった。ポル・ポトは権力を確立すると，すべての伝統演劇の衣

装，楽器．さらに芸術に関する記録の破棄を命じた。芸術家たちの活動の舞台となってきた各種の劇場，

芸術大学，音楽大学なども，ほとんど破壊された。カンボジアの文化を保存し発展させてきた図書館，
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研究所，博物館，記念碑なども根こそぎ一掃されたである。芸術家たちも農業に従事することとなった。

都市から下放してきた住民は「新住民」とよばれ，かれらの子供はエリートになれなかったばかりか，

軍隊にも入れなかった。かれらの都市生活の経験がクメール・ルージュの若者たちの「純粋なこころ」

を腐敗させる原因となると考えられていたからである。

クメール・ルージュは農業を基礎とする「清潔」で「健全」な社会に適進するのである。カンボジア

からわずかに発表される情報は新しい社会の実験がはじまったことを知らせるものだった。かつて東南

アジアでもっとも魅力ある都市といわれたプノンペンの荒廃した姿は，この国で都市が完全に破壊され

たことを表していた。

カンボジアとベトナムの共産主義政権はともに解放戦争に勝利したにもかかわらず，１９７７年１２月に

は両国の関係は外交関係を断行するまでに悪化していた。１９７９年１月，ベトナムの支援を受けたヘ

ン・サムリンに率いられた大軍が突如ベトナムとの国境を越えてカンボジア領内に侵入した。ヘン・サ

ムリン軍は瞬く間にプノンペンを占領したばかりかカンボジアの全土を制圧した。ポル・ポト軍はあっ

けなく破れ，タイ国境の山岳地帯に逃れた。ヘン・サムリン軍がカンボジアで見たものは，放棄され破

壊された都市の姿だった。鉄道，道路電気，水道、郵便，電話，教育などの施設が破損されたまま放

置されていた。とくに世界を驚憎させたのは，クメール・ルージュによるすさまじい虐殺の跡だった。

おびただしい白骨の山がカンボジアの全土で次々と発見されたのである。人口が約８００万人ほどのカン

ボジアで，わずか４年間に１００万人から２００万人が撲殺されたり，飢餓と疫病のなかで死亡したので

ある。カンボジアで史上まれに見る惨劇が起こっていたのである。

【都市なき支配と文化の破壊】

権力者が目的を達成するには多穂多様な条件を検討しなければならない。このために権力はさまざま

なく情報〉やく知識〉を必要とする。新しい秩序は魅力的な「文化」を意味するものでなければならな

いのである。逆説的にいえば，だからこそ，権力が作り出す新しいルールは「正当'性」を確保できたの

である。しかしそのためには，権力は活動のために組織と施設を必要とする。権力は拠点となる場所を

生み出したのである。つまり権力が組織を収容する施設を建設することは不可欠だった。とくに国家の

ような巨大な権力は都市的定住を惹起する施設を必要とした。

ところが，クメール・ルージュは都市を否定した。かれらにとって，都市は諸悪の根源として否定さ

れるべきものであった。それでいて，かれらは独自の社会主義にもとづく社会の建設を強力に押し進め

ようとしたのである。だが，都市を除去したなかでの権力の行使は，権力の正当性を文化にも支配の技

術的合理性にも求められず，露骨な物理的「暴力」に委ねざるを得なかった。しかしこうした権力行使

が人びとから疑問とされないはずはなかった。したがって，そこでは，そうした可能性をもたらすいか

なる情報や知識も、汚染されたものとして破棄される必要があったのである。外国語の使用を禁止した

り外国の文化を一掃したのみならず，伝統文化を抹殺しようとしたのはこのためである。知識人は徹底

的に嫌われたのである。メガネをかけていただけでインテリとして疑いをかけられたり外国語を口に

しただけでスパイとして扱われる世界が作り出されていた。そこでは，何も知らない子どもが「最高の

知識人」として尊ばれるありさまだった（井上;2001:163)。

ポル・ポト政権にかもし出される虐殺の臭いは，ひとつにはこの都市否定の思想に求められる。権力

を行使するのに十分な情報や知識のない場合には，権力を分散するしかない。しかしかれらは権力を
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<分散〉することなく，農村からあたかも権力が都市を媒介として徴密な計算のもとに作り出したルール

だけが可能とするような強力な支配を行ったのである。文化によって正統化されない目的の達成には，

物理的暴力の行使がｲ《可避となった。クメール・ルージュの権力は文化に覆われることなく，むき出し

のまま行使されたのである。人びとは目的の達成に障害となると考えると，反革命を理由にクワや竹の

棒で撲殺していった(6)。

都市は国家権力のような巨大な権力にとって，その力を行使するうえで欠くことのできない装置であ

る。拠点となる都市を経由することなく，地方から地方を統治することは容易なことではない。この点

では，Ｈルフェーブルの指摘するように，都市はひとつの「媒介」なのである(Lefebvre;1968＝1969：

77)。そもそも情報や知識にこと欠く農村から農村を統治することなど不可能なのである。このため地方

を統治する拠点となる都市のない時代には，封建制度などさまざまな分権的な統治システムが生み出さ

れてきたのである。集権と分権の問題は権力の永遠のテーマでさえある｡

第５章都市一善悪の彼方一

【繰り返される都鄙問答】

都市への賛美と否定はいつも、どこでも繰り返し問い続けられた。都市の優位を解く人でも，空間が

狭いことを好んでいるわけではない。都市の利便を強調する人でも，田舎の特徴である広い部屋や樹木

を求めている。庭の広さが都会の家の豊かさの象徴となっている。その一方で，田舎の自然のよさを強

調する人でも，ロウソクの生活やポットン・トイレまで好むわけではない。都会にいて田舎の美しい自

然のなかにある牧場にあこがれ，田舎に着いてみると牛の糞にハエが集まっているのに閉口し，夢と現

実が違ったなどという話はどこにでもある。田舎では「東京は生き馬の目を引き抜く」恐ろしいところ

だと聞かされてきたのに．東京の人びとの開放的な親切心には驚いたという話をする人も多い。

人びとの集まる都市は，物財，富，チャンスが集まっている。このためとくに若者は都会にあこがれ

る。また，田舎の青年が期待を担って都会に出て，やがては故郷に錦を飾る曰を夢見てきびしい生活に

耐える姿は理想化されてきた。多くの青年が「身を立て名をあげやよ励ん」だのである。

多くの人や物資のあつまる都市では，人びとはさまざまな人や物や文化と接する機会をもっている。

しかも都市に住む人間は直接的であれ，間接的であれ，基本的には動員された人や物資の恩恵を享受す

る人たちである。したがって，都市での生活は人びとのあこがれの的となった。英語においても都会的

(urbanities)という言葉の意味は，洗練された上品で優雅な生活態度であり，礼儀正しくあかぬけした

身ぶりをもつことであった。

しかし根源的思考には上面な都市生活ではなく，田舎での生活が必要だとの見解も少なくない。Ｍ・

ハイデガーは，哲学が奇人の不自然な営為として行われるのではないとして，それは農夫たちの仕事と

まったく同じものであるという。田舎の孤独は根源的な力をもっており，この力はわれわれをばらばら

にしてしまうものではなく，事物の本質を間近で解き放つ力となっているというのである（Heidegger；

1934=1976:108-10)。リースマン（DavidRiesman）はアメリカ人にとってサバービアの観念というの

はきわめて単純であって，それはバイブルに描かれた世界，農村的生活への一般的な夢なのだという。

つまりアメリカ人のサパービアヘの移住を動機づけるのは，俗物主義でもないし，また金持ち階級を模

倣したいという気持ちでもない。それは何よりも都市と工業主義に対する反逆なのである（Riesman；

1994=1968:１３１)ロ
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現在，上海は未曾有の繁栄を遂げている。上海は中国発展の牽引車となっている。最近の上海は植民

地時代に「魔都」とよばれていた時代を毒素とさせる頽廃的魅力も漂っている。地方の人の上海人に対

する評価はさまざまである。地方の人たちは「時代を先取りする」「センスが良い」「知的で理論家であ

る」「アイデアが豊富である」などと賞賛する。その一方で「優越感が強い」「傲慢である」「地方出身

者を見下す」「計算高い」「あらさがしばかりする」と嫌がられている。

豊かな都市生活を求める一方で，素朴で静かな生活にあこがれる人も後をたたない。宮沢賢治の「雨

ニモ負ケズ，風ニモ負ケズ」の詩は人びとを魅了してやまない。都会で働いた後，老後は田舎でゆっく

りと過ごしたいというのは，ひとつの決まり文句となっている。

もっとも最近では老後に，郊外から都心へ移動するという従来とは逆のパターンが増えてきた。若い

ときに子育てのために都心から郊外に引っ越してきた夫婦が、子供も独立し，老後は便利な都心で過ご

したいと都心に回帰する例がめだつようになった。多くの家族が郊外の静寂よりも、都心のにぎわいの

なかでのマンション生活をするようになっている。駅前の混雑を嫌う人も，駅前が「シャッター商店街」

になるのにはさびしさを覚えるようである。人びとは都鄙の優劣をさまざまな視点で絶えず問いただし

ている。

【人類と都市の未来】

都市のランドマークとなるのが，巨大な施設である。巨大な建造物は何よりも．権力を感じさせる。

政治権力や宗教的権力は都市のシンボルとなるような建造物を建設した。教会、モスク、寺院など宗教

施設や王宮，議事堂などは規模と高さを誇った。今やランドマークタワーとなるのは高層の事務所や

住宅である。ニューヨークのマンハッタン島の摩天楼はアメリカの繁栄を象徴した。とくにエンパイ

アー・ステート・ビルは長い間そのシンボルとなってきた。

都市は発展すればするほど無機的な人工の構築物で覆われていった。このことが，人間の本来の生

活から逸脱したものだとする考え方も根強かった。このため都市に自然をとりもどそうとするさまざま

な試みがなされた。都市内には公園や緑地が不可欠となっていた。また，サバービアや田園都市の建設

は都市に自然を取り戻そうとするだけでなく，そこに新しい社会を生み出そうとするものだった。

こうしたなかで，ついにサパービアが都市の主役となる都市が出現する。ロスアンジェルスでは自然

の中での一戸建て住宅が都市構造の最重要の要素と位置づけられ，そこから他の施設の配置が考えられ

たのである'７１．この意味では，ロサンジェルスは都市のまったく新しいモデルを提供した。ロサンジェル

スは高い建物のない広大な低密度の都市として拡大していったのである。分散的な都市の拡大は自家用

車を普及させ，大衆交通機関としての路面電車は存続できなくなった。ロサンジェルスは自家用車時代

の都市であった。

ところが，ロサンジェルスのこうした発展形態も，やがて転換を余儀なくされる。ロサンジェルスが

金融や文化の中心として発展するためには，高密度化は避けられなかったのである。1970年代後半か

ら１９８０年代に次々と超高層ビルが建設され，かつてのロサンジェルスは様相を一変させた。ダウンタ

ウンには，超高層ビルが集中するようになり，かつての賑わいがもどってきた。ロサンジェルスは１９７０

年代後半以降，再集中化がはじまることになる。多くの一戸建て住宅が高層のアパートに取って代わら

れた。高層ビルの建設とともにジェントリフィケーション(gentlification)も進行した。ロサンジェルス

にも高密度の中心地が形成され，その意味では普通の都市への道をたどるようになる。
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天空に聟え立つ高層建築は富と力を象徴する。ニューヨークやシカゴにはじまった高層建築はやがて

世界中に広がっていった。エンパイヤー・ステート・ビルや世界貿易センター，シカゴのシアーズタ

ワー，クアラルンプールのペトロナスタワー，上海の金茂ビル，台北に建設中の金融センタービルなど

超高層建築が高さを競った。しかしこうした高層建築は経済的な繁栄のなかで計画されるものである。

したがって，建設後に不況を迎えることが少なくない。エンパイヤー・ステート・ビルは経済恐慌のな

かで，エンプテイ・ステート・ビルと皮肉られた。マレーシアはクアラルンプールのペトロナスタワー

の完成後．数年で経済危機に見舞われた。なかでも金茂ビルをはじめ上海の新開地浦東には２００棟もの

高層ビルが建設された。しかし高層ビルの建設に投資した華僑などの外来資本は家賃の暴落で大損をし

ている。ピョンヤンの１００階を越える柳京ホテルは建設が中断された奇怪な三角形の巨大な姿をさらし

たまま放置されている。

日本でも１９８５年に国土庁は東京における将来の膨大なオフィスビルの/f《足を予iHlIした。このためビ

ルの建設計ldllが相次ぎ．そのための用地買収が「地上げ」として全国的な話題となった］東京の各地で

開発計画が発表された。大手のゼネコン各社は１９９０年前後に，１０００メートル以上の超一超高層ビル構

想を発表するありさまだった。しかしバブルは破裂した。これらの土地はビルが立たないまま放置され

た。その後塩漬けにされた土地は時を経るとともに不良債権と化したばかりか，日本経済の根底を揺

るがすにいたっている。

１０００メートル以上のビルの建設は，技術的には可能なのかもしれない。しかしそれはエネルギーの

浪費のみならず，未知の深刻なリスクが予想される。「聖書』に記された人間の不遜さを表す「バベルの

塔」の物語は，まさにこのことへの警鑓なのである。巨大な建造物は環境111]題をはじめ多くの問題を問

いかけている。

とはいえ，都市のない生活など考えられない。都市の存在は人類に不可欠な存在となっている。人間

の生活は都市あればこそである。それは古くから意識されてきた。トマス・モア(ThomasMore)は理

想社会としてユートピアを描いた。しかしそのユートピア島にも，首都のアマロトウム(Amarotum)を

はじめ５３の都市が存在している。都市のない社会は存在しえないのである。都市なき社会を求めたポ

ル・ポト政権下のカンボジアも悲劇的結末を迎えることになった。都市と農村との不均等発展の解消を

掲げた中国共産党も経済的低迷のなかで大きく舵取りを変えた。都小平は改革開放策のもと先に豊かに

なれるものが豊かになり，後の者がそれに続くという「先豊起来」論を提唱する。先豊論は社会主義市

場経済の名のもと中国に急激な経済発展をもたらした。

都市の人間も自然をもとめている。都市では公園や緑地を設けたり，狭い庭を耕したり，窓を花で

飾ったり，屋内に観葉植物を構えている。さらに田舎の観光地にでかけたり，保養地にいったり，別荘

を構えたりしているのである。都市生活は人工的な環境のなかで表面的，断片的，打算的な社会関係か

らなる味気ない生活といわれてきた。しかしそれも考え方次第である。

長崎県西彼杵郡の端島は長いあいだ日本でもっとも人口密度の高いところといわれた。端島は海底炭

鉱の施設と高層の炭住とが狭い場所に林立し海上に浮かぶ姿から「軍艦島」とよばれてきた。端島は全

島をくまなくコンクリートで固められ，すべてが人工の構築物で覆われた自然のまったくない世界で

あった。このため端島はもっとも非人間的な場所だとまでいわれてきた。しかし’974年の炭鉱閉鎖後

まもなく端島は無人島となった。その端島も今では写真集が出版され，往時の生活を懐かしむ島民も多

い。島民にかぎらず端島は多くの人たちの時代の思い出となっている。
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都市が農村を含めて周囲の環境を変えてきたことはいうまでもない。都市の存在が大きくなるにつれ

て環境破壊といわれるような状態を生み出している。その一方で，環境保護の重要性を強張するのもま

た都市なのである。自然をまもろうとするのは都市の発想である。イギリスの「ナショナル・トラスト」

運動は産業化のなかで失われる自然への愛着から生み出されたのである。

現在，一般に人が田舎に抱いているイメージはレーモンド・ウィリアムズのいうように，過去のイ

メージであり，都会は未来のイメージをもっている（Williams;1973=1975:392)。今日のグローパリ

ゼーションが進むなかで「都会」と「田舎」の問題は、先進国と低開発国のテーマとも重なっている。

先進国首脳会議（サミット）にＷＴＯ反対を掲げて押しかけるＮＰＯにも，都市と農村の対立の構図が透

けて見えている。

都市化が人類にとって避けられないものであるにしても，人びとが快適な生活を望むかぎり，都鄙の

問いかけは歴史を越え，文化を越えてなされるだろう。しかしその回答は，時代により，地域により，

そして何よりも「問いかけ方」により多様なものとなるだろう。

注

(1)柳田國男はこのことについて，人の気付かぬうちに，いつの'111にか殿様よりも士族よりも，llill＃|の村々に住む

農民が，御城下の町の真の支持者になっていたからだという。柳田は，そこに都市の「二次成長」を見ている

のである。この意味で，都市と農村は連続しているのである（柳田國男；1969:２５)。

(2)このことについて，マルクスとエンゲルスは「共産主義宣言」のなかで，次のようにのべている。都市-農村関

係をブルジョワ階級は農村（カントリー）を都市の支配に屈服させた。かれらは巨大な都市を作り出し，都市

人の数をきわめて増大させた。ブルジョワ階級は人[]の著しい部分を農村生活の蒙昧から救い出した。かれら

は，農村を都市に依存させたように，半未開地を文明諸llilに，農耕諸民族をブルジョワ諸民族に，東洋を西洋

に従属させたと主張する(Marx-Engels;１９３９＝1951:４５)。

(3)共産主義思想は資本主義が生み出す都市病理への鋭い批判から，反都市主義的性格を色臘くもっている。とこ

ろが，マルクスやエンゲルスの著作において，明確に都市を否定しているのはエンゲルスの「反デューイング

論」における次の一節だけである。「なるほど文明は，われわれに大都市という遺産を残した。しかしこれを除

くためには多くの時間と労苦を要するであろうＱだが，それがどんなに長々しい過程であるにせよ，大都市は

取り除かなければならないし，取り除かれるであろう」と（Marx-Engels;1968;1968:305)。

(4)毛沢東は１９４９年３月に，「これからは農村から都市への時期，しかも都市が農村を指導する時期がはじまる

のである。党の活動の重心は農村から都市へ移される」と宣言したのである（毛沢東；1962)。

(5)ポル・ポトの政権の中核を担ったキュー・サンパン(KhieuSamphan)やフー・ユオン(HouYoun)などはフ

ランス留学中に書いた論文で，カンボジアの経済や社会について，後のかれらの政策を雰鰯とさせるような議

論を展開している。フー・ユオンは１９５５年にソルポンヌ大学に提出した論文で，カンボジアの都市-農村関

係について，ポル・ポトの政権での都市政策を暗示するような見解を発表している。フー・ユオンは１９５５年

にソルポンヌ大学に提出した論文で，「われわれが「都市」とか，市場のある「おおきな町」と呼んでいるもの

は，農村の活力を吸い取ってしまうポンプなどのである。都市や市場のある町が農村に供給しているあらゆる

品物はまさに農村にばらまかれているエサである。広大な農村は，都市や市場を養っている。都市や市場のあ

る町は目新しい，最新の装いをこらしているが，農村に寄生しており，農村の両肩にくい込んだ重荷なのであ

る。……商業経済の圧迫によって農村は疲弊し，やせ細り，ますます悲惨な状態になっている。農村では樹々

は大きく育っているが，せっかく実った果実はすべて都市へ運び去られてしまうのである」と。また，

キュー・サンパンも「国際経済体制に組み込まれるということば，都市と農村の不均衡をますます激化させ，

破局を招くことになり，わが国の人口の大部分を占める農民たちにとってまったく耐え難いこととなるだろ

う。すでに農民たちは国際商品，資本市場の経済に組み込まれてしまっていることによる矛盾に気がついてい

る。したがって，客観的にみて必要なことは，自らの意思に基づいた自立的発展を目指すことなのである」と

の論文を発表していた(Burchett;１９８１=1991:50-51)。

(6)クメール･ルージュの都市への評IiHiがいかにきびしいものだったかは，キュー・サン'ぐンが1976-78年にかけ
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て，金日成について語ったことからも知ることができる。キュー･サンパンはシアヌークに，「北朝鮮の金日成

政権は，もしかれらが本当に共産主義の国を作ろうとしているなら『llHI違った方向」に進んでいる」と語った

という。「金日成は国民の生活水準や経済発展をやりすぎた。だからごらんなさい。北朝鮮の連中はきれいな家

をもって，町も美しい。国民は新しい生活に執着してしまっており，新しく出発しようとか，南朝鮮を解放し

て祖国を統一しようとする新しい戦いにいどむという考えがなくなってしまった(Burchett,Wilfred;1981＝

１９９１：50-51)。

(7)Ｒフィシュマンはサバーパニゼーションの行き着いた先を，ロスアンジェルスに見ている。ロスアンジェルス

では，土地利用が宅地供給に従属させられたのである。核家族の一戸建ての住宅地が都市の主役の役割をはた

す存在となるのである。都市の機関は({:毛に従属させられる｡サパービアが都市をみずからのイメージで再定

義したのである｢，ロサンジェルスは郊外のメトロポリスとなっていった(Fishman;1987=1990:176)。
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